
ともいき遊園地であそぼう
誰もが遊べるインクルーシブ移動遊園地

in 辻堂海浜公園

報告書

令和６年11⽉

神奈川県共⽣推進本部室



平成28年津久井やまゆり園事件発⽣後、県では「ともに⽣きる
社会かながわ憲章」を策定し、理念の普及を進めてきた。
しかし、障がいのある⼈に対して、障がいを理由とする差別や
偏⾒があると思うと回答した⽅の割合は 88.5％ である。

（令和４年度内閣府「障害者に関する世論調査」）

そこで令和６年度 インクルーシブなイベントを
県内各地の県⽴公園等で実施することとした

狙い 誰もが気軽に参加できる共⽣の場
（インクルーシブな場）を創出する。

⇒・障がい児・者が充実した余暇を過ごし、⽣活を豊かにする
・若者や⼦どもを中⼼に障がいに対する理解促進につなげる

ともに⽣きる社会かながわ憲章」の理念の実現へ

１ 趣旨
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２ 開催概要
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１ ⽇時 令和6年10⽉13⽇（⽇曜⽇）10時から16時まで

２ 場所 神奈川県⽴辻堂海浜公園 交通公園

３ 実施主体 主催︓神奈川県
共催︓神奈川県公園協会（指定管理者）

４ 協⼒団体 特定⾮営利活動法⼈laule‘a（ラウレア）
⼀般社団法⼈SSP（サイドスタンドプロジェクト）
社会福祉法⼈アール・ド・ヴィーヴル

５ 来場者数 約3000⼈（⽬標300⼈の10倍）
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３ 実施内容
（１）インクルーシブな遊具体験

協⼒︓特定⾮営利活動法⼈lauleʻa
障がいの程度に関わらず、⼦どもたちが⼀緒に遊べる遊具を設置したほか、

⾞いす体験を実施しました。
【インクルーシブ遊具・エアートランポリン】（体験者数 約1500⼈）

【インクルーシブゴーカート】 【⾞いす体験】
（体験者数 150組） （体験者数 約300⼈）

寝たままや座ったままでも遊べる遊具を設置して、スタッフが付き添って遊び⽅を伝えたり、⼦どもの遊びをサポートしました

障がいがあって座位を保てない⼦も保護
者などと⼀緒に乗れるゴーカート体験を⾏
いました（希望者に整理券配布）

⾞いすバスケの体験、
電動⾞いすの⾛⾏体験を実施
しました

遊具名フレディ ドラゴンフライ グランドハニカム タートル
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３ 実施内容
（２）障がいのある⼈も乗れるバイク乗⾞体験

協⼒︓⼀般社団法⼈SSP（サイドスタンドプロジェクト
障がいのある⽅がレース場や貸し切った公道で実際に乗れるように、

アクセルの位置などを改良したバイクを、来場した⼦どもたちに乗っても
らう体験を実施しました。（希望者に整理券配布）

交通公園内の⾃転⾞⽤の練習道をスタッフ４名が付添い、バイクを⼈⼒
で押して、バイクにまたがる・⾛⾏する雰囲気を体感していただきました。

（乗⾞体験者数 約130名）
※うち⾞椅⼦を使⽤している⽅約15名

⾛⾏⽤のバイクとは別のバイクを⽤意し
停⾞しているバイクへの乗⾞体験＆写真撮影会
も実施しました。
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３ 実施内容
（３）アートワークショップ

「みんなで⼤きな絵を描こう」
協⼒︓社会福祉法⼈アール・ド・ヴィーブル

社会福祉法⼈アール・ド・ヴィーブルに所属する障がい者アーティスト
と参加者が⼀緒に、クレヨンやキットパス、カラーペン、絵の具など様々
な画材を⽤いて、縦約1.1ｍ×横約3.7ｍの⼤きさの紙に参加者が思い思い
の絵やメッセージを約１時間の間で描きました。（参加者 約２００名）

ワークショップ開催中以外には同団体の作品販売、
画材を使⽤したかながわキンタロウのぬりえ、

⽸バッジ制作を⾏いました。
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３ 実施内容
【スタンプラリー】

参加者には⾵船や
シールなどをプレゼント

当⽇は約1600枚を配布

【配慮事項】
プール棟にきがえスペース・簡易ベッドを設置
利⽤者数 ７組
オムツ交換、着替え、休憩
などに使⽤
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３ 実施内容
【当⽇の様⼦】



４ 参加者アンケート結果
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ｎ＝１０２６枚
（）は回答数

※項⽬により回答なしのものもあるため、ｎにならない場合あり

藤沢市
３８％

県
外
５
％

茅ケ崎市
１９％

その他県内
４０％

公園ポスター

３３％

HP
１８％

SNS
１８％

チラシ
13％

その他
17％

（１３８）

（３４）

Q1 どこに住んでいますか︖ Q２ どうやって知りましたか︖

（３８８）

（１９１）

（４０８）

（３４）

（３４２）

（１７２）

（１８０）

(３４２）

(１８２）



４ 参加者アンケート結果

Q３ 憲章を知っていますか︖ Q４共⽣社会（ともに⽣きる）
をテーマにしたイベントが

他にあれば参加したいですか︖

ある
３２％

ない
６８％

参加したい
４９％

参加したくない０％（４）

ぜひ参加
したい
３１％

どちらでも

ない19％

参加したい
４９％

ｎ＝１０２６枚
（）は回答数

※項⽬により回答なしのものもあるため、ｎにならない場合あり

（３２６）

（６９３）

（３２０）

（５０３）

（１９０）



５ 当⽇の来場者の⽅のご感想から

10

＜よかった点＞
○バイクの乗⾞体験など、普段経験できないことを経験する

ことができて良かった。

○遊具のコーナーでは障がいのある⼦もない⼦も、
⼀緒に遊ぶことができてよかった。

○遊具のコーナーにはスタッフがいて、遊び⽅を教えてくれた。

○バイクの乗⾞体験時には、障がいのあるライダーの⽅から
普段の活動や、バイクの醍醐味について話を聞くことができた。

○障がいのある⼦は体温がこもるので、テントや⽇陰があってよ
かった。ベッドを利⽤して、少し涼しいところで休ませてもら
えて良かった。



５ 当⽇の来場者の⽅のご感想から
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＜課題１ 会場内の混雑＞
・交通公園内が混雑していたため、待ち時間が⻑かった。

ゴーカート体験は、すぐに整理券がなくなってしまった。
・障がいのある⼦は同じ場所で⻑い時間待てないため、⾏列

に並ぶことが難しかった。
・感覚過敏の特性があり、混雑のため、遊ぶことができなかった。
⇒【課題１ 改善案】

列に並ばずに、別の場所で待って過ごせるように整理券の配布
や、予めホームページで整理券の配布時間を周知するなどの対応
を検討します。
＜課題２ 天候・気温について＞
・障がいのある⼦は体温調整が苦⼿な⼦もいる。晴天で暑かった

ので、きがえスペースに扇⾵機などの設置があると良かった。
⇒【課題２ 改善案】

今後、実施する際には扇⾵機などの配置を検討します。



６ 協⼒団体からのご感想

12

【特定⾮営利活動法⼈laule‘a 副理事⻑ ⼤郷様】
これまでも様々な活動をしていたが、肢体不⾃由や⾃閉症など、

障がいの種類や程度に関係なく、こんな⼤⼈数の環境で、⼀緒に遊
ぶ空間は初めてだった。

これからも、同じ遊具で誰もが⼀緒に遊べるように、どういう⼯
夫ができるかを考えていきたい。

【⼀般社団法⼈SSP 代表理事 ⻘⽊ 様】
今までは１⽇最⼤５名程度の障がい者がバイク乗⾞・⾛⾏体験を

⾏ってきた。今回、初めてスタッフの⼿押しで、⼤⼈数の⼦どもた
ちを対象のバイク⾛⾏体験を⾏った。

無理と思えるようなことができて、どんどん新しいことに興味が
できて、家から出るきっかけになってもらえると嬉しい。

【社会福祉法⼈アール・ド・ヴィーヴル理事⻑ 萩原 様】
ワークショップ「みんなで⼤きな絵を描こう」では、当法⼈の運

営する障害福祉サービス利⽤者の⽅も、会場にいらした⽅たちも⼀
緒になって、それぞれの思い思いの絵を描きました。⾞いすの⽅も、
クレヨンなどをつけた棒を持って、⼀緒になって絵を描きました。
まさに、みんなで絵を描くことができました。

写真右 laule‘a⼤郷様
写真左 SSP ⻘⽊様

写真
アール・ド・ヴィーヴル 萩原様



７ ともいき寄附の活⽤
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県では「ともに⽣きる社会かながわ」の実現に向けた寄附
（通称「ともいき寄附」）を募集しています。
※ふるさと納税の使い道として、本イベントへの使⽤を指定す
ることができます。

今回のイベント実施についても、頂いたご寄附を活⽤させて
いただきました。
ご協⼒いただいた皆さま、ありがとうございました。

引き続き、寄附は募集しております。
皆さまのご協⼒をよろしくお願いいたします。

神奈川県ホームページ「ともいき寄附はじめませんか」
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m8u/tomoikikihukin.ht
ml



８ 今後の展開について
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今後は県⽴相模原公園での実施を予定しています。
詳細については県ホームページにお知らせします。

令和７年春
相模原公園

令和6年10⽉
辻堂海浜公園


